
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 東広島市立龍王小学校 研究構想図 

学校教育目標「夢と志をもち，未来を切り拓く子どもの育成」 

児童に身に付けさせたい資質・能力「主体性」「協働性」「自己調整」 

研究主題 

自ら学びを調整し，学び続ける学習者の育成 

～リフレクションの工夫を通して～ 

研究仮説 

単元や本時の学習過程においてリフレクションを意図的・構造的

に位置づけ，方略選択・調整・評価の視点に基づいた振り返りの質

を高めることで，児童は自らの学び方や課題を捉えて学びを調整

し，主体的に学び続けることができるであろう。 

 

 

自己調整サイクルとリフレクションの流れ 

見通す 
（課題の理解・方略の選択） 

児童の思考の流れ：リフレクション 

方略選択リフレクション 
どのように取り組むか考える 

方略評価リフレクション 
学習の成果や方法を評価し 

次につなげる 

方略調整リフレクション 
うまくいっているかを見直し 

方法を調整する 

実行する 
（学習の展開・方略の活用） 

振り返り（活動の場） 
（可視化・意味付け・次へつな

ぐ） 

～リフレクションの特徴～ 

〇授業のあらゆる場面で起きる 〇意識的にも無意識的にも働く 

〇対話・表現・試行錯誤の姿など，様々な形で行われる 〇学びを深め，調整し，次へつなげる 

学びを調整しながら， 

よりよい学びへと導く 

思考の働き 


